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黒石藩の陣屋築造の際、こみせも整備さ
れたといわれているが、短期間で造るため
に、公儀所有の道路上に庇を出すシンプ
ルな構造の落とし式にしたとされる。
造り込み式は厨子2階などの下に空間を
設ける。
新潟県で「雁木」、東北地方では他に「こも
へ」の名称もある。
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©髙橋家住宅

青森県黒石市 雪国のくらしの知恵が
息づく町家

青森県黒石市の髙橋家住宅は、宝暦13
（1763）年頃の建造で、津軽地方の伝統的な
商家の造り。江戸期以降、当地の家々の前に
造られていた「こみせ」と呼ばれる木造の庇
も備え、近隣の建物とともに雪国のまち特有
の景観を形成している。国指定重要文化財。
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髙橋家住宅

黒石藩は江戸初期の明暦2（1656）年創立。

初代藩主・津軽信英は陣屋を築造、侍町や商

人町などを加えて新しく町割りを行った。商人

町の中町や前町を通る浜街道は青森や弘前

と黒石を結んでいたため、多くの人が往来し

て商家は繁盛した。藩御用達の豪商として米

や醤油、味噌を商う髙橋家も中町にあった。

髙橋家主屋は切り妻造、妻入りで、吊り上げ式

大戸をくぐると2間幅の通り土間が裏まで伸び

ている。冬に雪で使えない庭に代えて作業場に

したことから土間を「にわ」と呼んだと伝わる。

天井を貼らず梁を現しとし、壁上部に吊り上げ

式障子窓をしつらえて換気や明かり取りに使

用している。通り土間に沿って、表から順にみ

せやじょうい（茶の間）などの部屋が2列に並

ぶのも特徴。2階には藩主が訪れた時のため

の隠し部屋があり、1階じょういのふすまで隠さ

れた、たんす階段で上る仕掛けになっている。

中秋の名月には、隠し部屋の障子を開け放ち

1階じょういから眺めたという。

こみせは主屋1階の高さに合わせて付けた庇。

髙橋家のものは約36mにわたって続く。江戸

期に信英が町割りをした際に始まったとされ、

最盛期には黒石で総延長約4.8kmに及んだ。

両隣と連続してアーケード状になり、雪や夏の

日差しから往来する人々を守ってきた。14代

当主髙橋幸江さんは「昭和中頃、雪でも傘を

持たず、こみせを通ってまちの方々へ出かけて

いました」と話す。こみせは私有地だが半公共

の通路として維持されてきた。それはまちを挙

げて雪下ろしを行うように、人々に共同体意識

が育まれているからともいわれる。

中町こみせ通りには、こみせがまとまって残り、

髙橋家などの貴重な建物も受け継がれている

ため、一帯は重要伝統的建造物群保存地区

や日本の道100選に選定されている。
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津軽地方の商家の特徴を伝える江戸中期建造の髙橋家住宅。建物前に伝統的な「こみせ」が続く。こみせは特に冬の大切な通路となる。

庇を支える柱の間にしとみ戸を落とし込み、雪が入るのを防いでいる。
通路が確保されることで買い物が可能になり、商売にも貢献した。

こみせは個人の所有。しとみ戸の上部に厚手の和紙を貼った障子を
入れたりガラス戸にしたり、家ごとに工夫を凝らした。

こみせの柱に残る「さつなぎ」。
米や炭を運ぶ馬をつないだ。

吊り上げ式の大戸を跳ね上げた入り
口。通り土間は昔ながらのたたき。

色々な作業の場であった通り土間。
左に座敷や板の間が並んでいる。

①細めの梁が複数本、架けられている 
②手綱で開閉する吊り上げ式障子窓。

①藩主が休息した2階の隠し部屋。部屋の高さを得るため登り梁にしている。差し鴨居から天井までを土壁としたのは
防火対策の一つ ②隠し部屋の小屋組は登り梁を使った与次郎組  ③美しい組子の障子を開けると階下が見える。

囲炉裏を切った1階じょういでは、月見などに客を招いて宴を
催した。前方上部に見える隠し部屋を通して月が見えたという。

青森県黒石市中町38
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用語説明

【陣屋】江戸期、城を持たない小大名
などの屋敷。
【重要伝統的建造物群保存地区】黒
石中町重要伝統的建造物群保存地
区は中町、浦町などを含む東西約
170m、南北約260m、面積約3.1ha
の範囲。
【日本の道100選】昭和61・62年度に
建設省が歴史性や美観性などを
テーマに選定した計104道。
【しとみ戸】町家の前面にはめこむ横
戸。左右の柱の溝にはめる。
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